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を持つ d次元コンパクトリーマン多様体とし、それぞれのリーマン計量を g1, g2 、それぞれの対応するラプ
ラス・ベルトラミ作用素を△１、△２ とする。また、屈折率と呼ばれる M1, M2 上の関数を導入し、それらを
それぞれn1, n2 とする。更に、M1, M2は、境界Γの近傍も共有していると仮定する。これらの設定の下で、
M1 上の微分方程式 ( - △１ –k2 n1 ) u1 =0,  M2 上の微分方程式 ( - △2 –k2 n2 ) u2 =0, 境界Γ上の

















クレ-ノイマン写像の方法を用いて解いている。これはリーマン多様体Ml (l=1,2)上のディリクレ問題: Ml 上
で (-△l –λnl ) ul =0, Γ上で ul = fl   (l=1,2) を考え、各 fl に、解 ul のΓ上での方向微分を対応させる
写像をディリクレ-ノイマン写像と呼び、本論文では Λl (λ) (l=1,2) と表されている。このディリクレ-ノイマ
ン写像Λl (λ) (l=1,2) はλの作用素値関数と見たとき、有理型関数となる。庄司氏は、内部透過固有値















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
ユークリッド空間上でのみ研究されてきた内部透過固有値の問題をリーマン多様体上の問題として定式
化し、離散性を証明したこと、非存在領域を与えたこと、および、ワイル型不等式を与えたことは高く評価
したい。これらはどれも特筆すべき結果である。また、対象とする微分方程式系が非楕円型であること、非
自己共役であること、これら２つの困難さを、庄司氏が独自のアイディアで克服し、結論へと到達したことも
併せて評価したい。更に、証明では擬微分作用素の理論を始め、幾つもの高度な理論が本質的に用い
られており、庄司氏が微分方程式に関して深い力量と広い見識を持っていることを付記しておきたい。内
部透過固有値の研究と関連する非散乱エネルギーの研究は、ステルス技術とも関係し、物理学や工学へ
の応用が期待される。また、近年発展しつつある多様体上の幾何学的散乱理論とも深く結びついている。
その意味で本論文は重要なテーマを扱っており、その学術的価値は高い。 以上の理由から、庄司氏の
研究は学位に値すると結論される。 
 
〔最終試験結果〕 
平成３０年２月１４日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもと、
著者に論文についての説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
